
（２）小規模校（八百津小、和知小、錦津小、八百津中）

（１）へき地複式校（久田見小、潮見小、東部中）

◎　八百津町　過疎地域の学校教育と方途　◎

○　現在の過疎地域に対する教育施策　○

課題
・豊かで確かな学力の向上
・生活の基本を身につける
・地域人材を生かす開かれた学
校づくりを一層進める

・自尊感情がやや低い
・学習、生活の意欲がやや低い
・体力の向上・部活動の活性化

デメリットと考える内容 メリットと考える内容 今後とる内容

・小さいことは良い事だの意識
付け
・きめ細かさの中に切磋琢磨で
きる内容を入れる
・地域保護者の参入を図り過疎
地区ぐるみで未来志向の教育
を育むグローバル化
・最新の教育機器を導入し使い
こなす（ＩＣＴに過疎はない）
・特色ある教育活動で地域に自
信をつける
・社会教育施設の民間活用、指
定管理者制度採用

施策
・教科担任制導入（小学校）
・ワンコインボランティア制度
と地域の活力導入

・少人数、低学年指導員配置
・特別支援員配置（発達障害等）
・生徒指導支援員配置（中学校）

小規模校の成果
・地域にある特色を学校教育に
導入している
・基礎学力が付き始めている
・学力下位児童生徒への支援が
できてきた
・開かれた学校となりつつある

シリーズ
教育

No.30 教 育 の 窓教 育 の 窓 10月

過疎地域の学校教育（一部社会教育）に関わる危惧と長所から考える今後の方途

・きめ細かい指導が可能で基礎
基本が身につく

・異学年を含めた絆が育つ
・一人一人の教育活動や内容が
多く、多様な意識が育つ

・地域保護者との関係が濃密で
あり、支援が受けられやすい

・学校管理が容易である

・切磋琢磨ができないのではな
いかという危惧

・社会性が弱いのではという危
惧

・通学不便の現実
・教員の質が低いのではないか
という危惧

・設置者の管理費等の課題（校
舎の老朽化、廃校の跡地不利
用等）

・財政規模の縮小に伴う教育費
の減少

へき地複式地区の
 課題

施　策

・複式授業、渡り時間の教
師支援

・特定教科指導への不安

・通学の不便さ解消

・児童生徒が在籍なしの不安

・行事等への支障

・中学校部活動での種目減

へき地複式学校に
 おける成果

・教科学習意欲の向上

・基礎学力の習得率が高い

・自己発信、発表表現力が
付く

・地域保護者の誇り、信頼
を生んでいる

・伝統とする教育活動のレ
ベルが高い

地域の伝統文化を教育課程に取
り入れる。誇りある活動

複式解消支援員配置
教科指導支援員の配置

通学バス、通学タクシー等の確保

不登校生等の受け入れ：美濃加茂
市との定住自立圏提携
（25年度より見込みなく解消）
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